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社会保障研究家　唐鎌　直義さん
ひろばトーク

「貧困」「失業」「社会」の理解をめぐる混沌

今、話題になっている買い物難民の問題を生活保障の視点から、
研究会の報告と現地取材をおりまぜ発信します。

生活保障の視点から買い物難民問題を考える
　素顔の商店街・巣鴨地蔵通り 田中　彰
　福井県民生活協同組合の移動店舗「ハーツ便」 谷口純子
　都市部における買い物弱者の実態について 増田利治
　企業との連携による過疎地における高齢者の買い物支援 菊本隆博
　私たちの暮らしを支える身近なお店 山田千尋
　ボストン生活者としての買い物体験から 吉田穂波
　カナダ・バンクーバーからのレポート 大河内南穂子
　生活保障としての買い物支援 新井康友
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からかま なおよし
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福祉のひろば　広告版下

超高温断熱材で
炉内を確実に保温！

助成、補助金により多くの施設様でご購入頂いております



「おばあちゃんの原宿」こと、東京巣鴨の巣鴨地蔵通り商店街。毎月４のつく日はお縁日で、狭い通り

にさらに露店が出て下町情緒あふれるなか、身動きできないほど多くの人で賑わい、行き交う人が「肩

袖触れ合う商店街」。とげぬき地蔵への庶民信仰に支えられた歴史のまち、安くて便利、お年寄りやみ

んなに優しい。それは「かつてはどこにでもあった商店街」の姿です。
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「お地蔵さんへのお参りがメイン」と話す方は多いけれど、やっぱりお参りのあとは買い物、そしてい

つものお店でのおしゃべり！　取材中、立ち寄った金物屋さん。店の奥、レジ前にはご主人目当てか、

常連さんの指定席が並んでいました。「みんないろいろ話して帰るから、うちはそこに椅子置いとくん

だよ」とご主人。



地元の人たちも商店街を大事にしています。通りの横筋に一歩入ると、誰が置いたのか椅子を並べた

「くつろぎコーナー」が自然とできていました。お年寄りたちが屋台のものを食べながら休憩したり、

おしゃべりに花を咲かせたり、人混みのなか、そこだけがゆったりとした時間が流れています。「毎週

来る」「４の日は欠かさず来る」等々、リピーターが多いのもこの商店街の特徴です。



東京都老後保障推進協会の人たちの署名行動。お縁日の日に合わせて商店街の入り口付近に立ちます。

地域の高齢者の買い物事情を反映してか、「巣鴨に集うお年寄りは、都内はもちろん首都圏各地から来

られていることが署名から見てとれる」と話されます。これ以上、高齢者が生きにくい社会にしないた

めに、今日も奮闘が続きます。
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【ひろばトーク】
「貧困」「失業」「社会」の理解をめぐる混沌　 唐鎌　直義 6

●特集●　生活保障の視点から買い物難民問題を考える

素顔の商店街・巣鴨地蔵通り 田中　　彰 9
福井県民生活協同組合の移動店舗「ハーツ便」 谷口　純子 12
都市部における買い物弱者の実態について 増田　利治 17
企業との連携による過疎地における高齢者の買い物支援 菊本　隆博 21
私たちの暮らしを支える身近なお店 山田　千尋 25
ボストン生活者としての買い物体験から 吉田　穂波 27
カナダ・バンクーバーからのレポート 大河内南穂子 31
【特集まとめ】生活保障としての買い物支援 新井　康友 35

●連載●
フォーラム 民間福祉労働運動の歴史を語らねば 前田　鉄雄 40
【リレー連載・第３回】デンマークの女性福祉事情

移民女性へのＤＶ被害者支援と対策 山本八重子 42
すみれ児童館子どもの家―素敵な放課後―
低学年の子どもたち 澤井　勇人 46
相談室の窓から
自分気づき（その２） 青木　道忠 48
社会科学の窓から見える　社会福祉ひろば
「大砲かバターか」……永遠で緊急のテーマ 鍋谷　州春 50
わらじ医者　早川一光の「よろず診療所日誌」
私の地域医療（その21） 早川　一光 52
よりあって　おりあって──宅老所よりあい物語──
春に祝う　 下村恵美子 54
育つ風景 学生たちの未来 清水　玲子 56
落合健二のニュース私考
松下政経塾のお坊ちゃんたちのＴＰＰ 落合　健二 58
映画案内 『Ricky リッキー』 吉村　英夫 60
現代の貧困を訪ねて
生活保護と無縁社会 生田　武志 62

海外社会保障事情
韓国のヘルパーさんと出会って 藤原　るか 64
私の研究ノート
三池炭鉱三川鉱炭じん爆発事故被災者世帯の
生活問題にみる社会福祉の課題 田中　智子 66
ホームレスから日本を見れば ありむら潜 68
花咲け！男やもめ 川口モトコ 69
バリアフリーな社会をめざして
金融機関のバリアをなくす運動 山城　完治 70

今月の本棚　37／みんなのポスト　38／ことばで遊ぼう！　71／
福祉の動き 72
●グラビア●おばあちゃんの原宿（東京都豊島区）

●表紙の写真●
トルコ中部のカッパドキ
ア。気球の中から撮りま
した。 （下野祇園）

●カット●
川本　浩・田上明子



私
の
研
究
は
、
端
的
に
言
う
と
「
貧
困
研
究
」
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
研
究
に
象

徴
さ
れ
る
近
年
の
研
究
動
向
と
は
大
き
く
異
な
り
、「
働
い
て
い
る
一
般
勤
労
国
民
の
貧
困
」
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
不
安
定
就
業
階
層
の
研
究
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
「
一
般
勤
労
国
民
が

高
齢
期
を
迎
え
た
時
の
貧
困
」
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
研
究
に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
多
く
は
、「
野
宿
」
と
い
う
そ
の
特
異
な
生
活
様

式
か
ら
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
の
人
々
を
「
一
般
勤
労
者
」
と
は
明
確
に
異
な
る
「
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
」

と
捉
え
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
私
は
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
の
人
々
も
「
不
安
定
就
業
階
層
」
に

含
ま
れ
る
（
つ
ま
り
労
働
者
階
級
の
一
構
成
要
員
で
あ
る
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
相
違
で
、
貧
困
を
広
く
労
働
者
階
級
一
般
の
問
題
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も

ご
く
一
部
の
人
々
に
限
定
さ
れ
た
狭
い
特
殊
な
問
題
と
見
る
か
、
と
い
う
違
い
に
行
き
着
き
ま
す
。

私
に
は
、
い
く
ら
専
門
分
化
し
た
現
代
だ
か
ら
と
は
言
え
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
見
積
も
っ
て
も
五
万

人
前
後
に
し
か
な
ら
な
い
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
の
人
々
の
研
究
で
、
日
本
の
「
貧
困
研
究
」
が
完
成
さ

れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
研
究
す
る
人
自
身
の
「
貧
困
観
の
貧
困
」（
つ
ま
り
「
哲
学
の
貧

困
」）
を
図
ら
ず
も
露
呈
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
貧
困
」
の
理
解
を
、
研
究
の

レ
ベ
ル
で
は
な
く
社
会
通
念
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
こ
と
に
歩
み
寄
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
ど

ち
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

貧
困
を
労
働
者
階
級
一
般
の
問
題
と
捉
え
る
姿
勢
は
、
必
然
的
に
労
働
者
の
「
労
働
と
生
活
」
を

研
究
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
失
業
の
研
究
は
貧
困
研
究
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
貧
困
研
究
同
様
、
失
業
研
究
に
も
二
つ
の
潮
流
が
あ
り
、
失
業
を
「
社
会
的
原
因
」

か
ら
捉
え
る
潮
流
と
「
個
人
的
原
因
」
か
ら
捉
え
る
潮
流
に
分
か
れ
ま
す
。
正
規
雇
用
の
足
が
か
り
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さん総合社会福祉研究所理事・
社会保障研究家



に
さ
え
役
立
た
な
い
よ
う
な
「
ア
リ
バ
イ
型
職
業
訓
練
」
を
い
く
ら
失
業
者
に
提
供
し
て
み
て
も
、

ほ
と
ん
ど
効
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
個
人
の
雇
用
確
保
を
支
援
す
る
「
就
労
自
立

支
援
」
政
策
は
、
そ
れ
自
身
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
体
系
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。就

活
中
の
大
学
生
の
四
割
近
く
が
就
職
浪
人
（
未
就
業
失
業
）
を
強
い
ら
れ
、
非
正
規
雇
用
で
働
か

ざ
る
を
得
な
い
労
働
者
が
雇
用
労
働
者
の
三
割
を
超
え
、
正
規
雇
用
に
就
い
て
も
月
に
一
二
万
円
と

い
う
低
賃
金
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
福
祉
従
事
者
が
多
い
日
本
社
会
の
現
状
を
変
え
る
こ
と

の
ほ
う
が
先
決
で
す
。
二
〇
〇
六
年
度
現
在
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
実
質
で
五
六
二
兆
円
、
国
民
可
処

分
所
得
は
名
目
で
四
一
三
兆
円
で
す
。
あ
の
バ
ブ
ル
経
済
の
絶
頂
期
を
優
に
超
え
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
今
、「
貧
困
」
概
念
の
多
様
化
が
も
た
ら
し
た
理
解
の
混
沌
の
な
か
に
い
ま
す
。「
貧
困
」

「
失
業
」「
社
会
」
―
―
ど
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
も
、
ど
う
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
精
査

し
て
か
ら
で
な
い
と
理
解
で
き
ま
せ
ん
。「
社
会
」
と
い
う
概
念
を
「
世
間
」
と
同
義
と
考
え
る
研
究

者
さ
え
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
る
で
「
こ
の
世
に
社
会
と
い
う
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
」
と
言
い

放
っ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
哲
学
（
新
自
由
主
義
）
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
か

つ
て
「
非
貨
幣
的
ニ
ー
ズ
」
論
が
全
盛
の
頃
、「
貧
困
」
を
語
る
研
究
者
自
体
が
非
常
に
少
な
か
っ
た

時
代
は
、「
貧
困
」
概
念
の
多
様
化
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
貧
困
研
究
の
現
状
は
ま
る
で
天
に
ま

で
届
く
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
神
の
怒
り
を
買
い
、
相
互
に
意
思
疎
通
で
き
な
く

な
っ
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
こ
を
何
と
か
噛
み
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
れ
が
私
の
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
に
な
り
そ
う
で
す
。

からかま　なおよし
長野大学、大正大学、専修大学で講師、助教授、教授を歴任。
また、総合社会福祉研究所理事、労働運動総合研究所常任理事、
全日本年金者組合政策委員、群馬県館林市男女共同参画審議会
会長なども務める。編著書に『どうする！あなたの社会保障』

（旬報社）、『社会保障でしあわせになるために―「社会保障基
本法」への挑戦』（かもがわ出版）、『福死国家に立ち向かう―
社会保障再生の道を問う』（新日本出版社）など。

福祉のひろば　2011―17
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特 集

生活保障の視点から
買い物難民問題を考える

イギリスでは、1990年頃から都市中心部の中小食料品店やショッピング

センターの倒産・撤退が相次ぎ、都市部で生鮮食品を購入できない人が増

えていることが話題になりました。都市中心部に居住している貧困層は、

品揃えの悪い小売店やファーストフード店に依存した食生活を過ごさざる

を得ず、その結果、長期的には健康被害を被りました。これらの状況は

「フードデザート（食の砂漠）」として問題になりました。

日本では杉田聡氏の著書『買物難民─もうひとつの高齢者問題─』（大

月書店）をきっかけに、買い物難民の問題が話題になりました。経済産業

省『地域生活インフラを支える流通のあり方研究会　報告書』では、買い

物難民は全国で推計600万人とも報告されています。その現状は、高齢者

や障害者が近隣のスーパーの倒産・撤退や商店街の衰退・消滅によって、

食料や日用品の購入にすら支障をきたす事態に陥っている等です。

総合社会福祉研究所では今回の特集企画を具体化するために、「買い物

難民問題」研究会を立ち上げ、「買い物難民問題とは何か」の基調報告を

受け、参加者からの事例報告で内容を深め合ってきました。今号ではこの

研究会での議論を踏まえ、買い物難民を支援する福井県民生協や東京巣鴨

地蔵通り商店街の現地取材を行い、生活保障の視点から買い物難民の問題

を考えることにしました。

新井康友（買い物難民問題研究会代表／中部学院大学）
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お
地
蔵
さ
ん
が
あ
る
か
ら

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
、
旧
中な

か

山せ
ん

道ど
う

に
沿
っ
て
南
北
に
伸
び
る
八
〇
〇
ｍ

ほ
ど
の
通
り
で
、
庚
申
塚

こ
う
し
ん
づ
か

あ
た
り
の
街

道
の
客
引
き
の
様
子
が
江
戸
名
所
図
絵

に
も
描
か
れ
た
歴
史
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
商
店
街
加
盟
の
店
は
現
在
約
一
九

〇
店
舗
。
毎
月
四
の
つ
く
日
は
縁
日
で
、

商
店
街
の
幅
八
ｍ
の
道
路
に
さ
ら
に
屋

台
が
ひ
し
め
き
合
い
ま
す
。
ま
あ
そ
の

憩
ス
ペ
ー
ス
で
く
つ
ろ
ぐ
参
詣
者
や
、

買
い
物
客
の
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け
て

み
ま
し
た
。

こ
の
商
店
街
の
魅
力
に
つ
い
て
単
刀

直
入
に
お
聞
き
す
る
と
、
多
く
の
方
が

開
口
一
番
「
お
地
蔵
さ
ん
が
あ
る
か
ら
」

と
答
え
ら
れ
ま
す
。
地
蔵
尊
の
「
自
分

の
身
体
の
悪
い
部
分
」
を
お
身
拭
い
す

人
通
り
の
多
い
こ
と
！
　
正
月
初
詣
の

人
気
神
社
の
境
内
、
と
た
と
え
て
も
け

っ
し
て
誇
張
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
毎

回
四
〜
五
万
人
も
の
人
た
ち
が
来
ら
れ

る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
道
行
く
人
の
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
！
（
プ
ラ
ス
そ
の
お

友
達
、
つ
ま
り
同
じ
高
齢
者
か
そ
の
娘
さ

ん
。
嗚
呼
！
　
夫
ら
し
き
男
性
高
齢
者
の

少
な
い
こ
と
!?
）。
お
年
寄
り
を
中
心
に
、

ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
人
々
を
引
き
つ
け

る
の
か
、
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
境
内
の
休

買
い
物
は
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
―
素
顔
の
商
店
街
・
巣
鴨
地
蔵
通
り
―
―

取
材
・
田
中
た
な
か

彰
あ
き
ら

あ
た
か
も
「
東
京
中
の
お
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
来
て
ん
の
と
ち
ゃ
う
か
!?
」
と
思
う
ほ
ど
の

賑
わ
い
を
見
せ
る
〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
〞
こ
と
、
東
京
豊
島
区
巣
鴨
の
巣
鴨
地
蔵
通
り
商

店
街
（
巣
鴨
・
庚
申
塚
商
店
街
）。
あ
る
秋
の
四
の
つ
く
縁
日
の
日
に
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

大
阪
福
祉
事
業
財
団

盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
槻
ノ
木
荘
総
主
任

（

）

縁日の人通り


